
資
料
紹
介鹿
児
島
県
国
語
教
育
史
資
料
-
そ
の
｣

副
田
凱
馬
　
著
作
目
録

副
田
凱
馬
　
(
そ
え
だ
よ
し
ま
)
　
明
治
三
十
九
年
九
月
五
日
生
　
昭
和
六
十
三
年

十
月
八
日
没

博
報
賞
受
賞
　
(
昭
和
五
十
五
年
)
　
の
際
の
功
績
概
要
に
　
｢
戦
前
戦
後
を
通
じ
､
作

文
教
育
に
お
い
て
独
自
の
方
法
を
開
拓
し
て
著
し
い
効
果
を
あ
げ
て
き
た
ほ
か
'
児

童
詩
･
児
童
劇
の
創
作
と
指
導
､
童
話
の
口
演
な
ど
も
行
い
､
県
内
の
国
語
教
育
､

文
学
教
育
に
大
き
い
影
響
を
与
え
て
い
る
｣
　
と
あ
る
｡

副
田
凱
馬
の
著
作
を
記
録
す
る
こ
と
は
､
学
習
の
綴
方
の
提
唱
者
で
あ
る
こ
と
･

番
号
作
文
の
発
案
､
提
唱
者
で
あ
る
こ
と
･
南
方
綴
方
推
進
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た

こ
と
･
磯
長
武
雄
と
対
比
し
て
は
握
さ
れ
る
こ
と
'
な
ど
に
よ
り
鹿
児
島
県
の
国
請

教
育
史
上
大
層
な
足
跡
を
残
し
て
お
り
､
今
後
史
実
の
正
確
な
記
述
と
と
も
に
意
義

づ
け
る
上
で
必
要
な
作
業
で
あ
る
｡

副
田
凱
馬
に
即
す
る
な
ら
ば
､
そ
の
著
作
か
ら
教
育
観
形
成
の
過
程
が
た
ど
れ
る

こ
と
に
な
り
､
ま
た
鹿
児
島
県
全
体
の
国
語
教
育
通
史
の
上
で
果
た
し
た
役
割
が
明

ら
か
に
な
ろ
う
｡

平
成
元
年
十
月
十
五
日
現
在
'
確
認
で
き
た
文
献
を
ジ
ャ
ン
ル
に
分
け
て
記
載
し

て
い
-
｡
い
ず
れ
も
原
本
は
副
田
家
所
蔵
　
(
鹿
児
島
市
薬
師
二
1
十
九
-
七
三
　
〒

八
九
〇
･
〇
九
九
二
-
五
四
-
八
五
二
三
)
　
で
'
そ
の
複
写
物
は
鹿
児
島
大
学
教
育

学
部
国
語
科
教
育
研
究
室
に
あ
る
｡

新
名
主
‥
鹿
児
島
県
国
語
教
育
史
資
料
-
そ
の
一
-

新
名
主
　
健
　
　
1

(
一
九
八
九
年
十
月
十
五
日
　
受
理
)

｢
著
書

･
｢
児
童
詩
を
こ
う
育
て
る
｣

鹿
児
島
県
国
語
教
育
研
究
会
一
九
六
二

･
｢
ぽ
ん
ご
う
作
文
｣
南
日
本
教
育
図
書
　
昭
和
四
十
七
年

二
､
詩
(
作
品
)

･
｢
青
い
空
｣
『
鹿
児
島
朝
日
新
聞
』

昭
和
六
年
一
月
十
二
日

･
｢
短
詩
二
篇
歳
末
･
濁
り
｣
『
鹿
児
島
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
二
年
十
二
月
十
三

日･
｢
新
年
｣
『
南
庭
』
第
二
巻
第
一
競
昭
和
十
三
年
一
月
一
日

･
｢
英
霊
｣
『
鹿
児
島
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
五
年
七
月
十
五
日

･
｢
街
｣
『
詩
聾
術
3
』
詩
聾
術
社
昭
和
二
十
九
年
四
月

･
｢
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
歌
｣
『
九
州
詩
集
一
九
五
七
年
版
』
九
州
詩
人
懇
話
会

･
｢
除
夜
｣
『
詩
聾
術
6
』
詩
聾
術
社
一
九
五
五

･
｢
ザ
フ
ァ
ミ
リ
ー
オ
ブ
マ
ン
｣
『
維
筆
-
詩
芸
術
附
録
1
1
号
』
詩
芸
術
社

昭
和
三
十
一
年
一
月

･
｢
霧
｣
『
薩
摩
野
第
1

0
号
』
昭
和
三
十
二
年
四
月

三
〇
五



鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
教
育
科
学
編
第
4

1
巻
(
一
九
八
九
)

･
｢
黄
ば
ら
｣
『
銀
河
』
創
刊
号
鴨
池
中
学
校
文
芸
ク
ラ
ブ

･
｢
春
｣
『
三
州
談
議
4
』
昭
和
三
十
三
年

･
｢
わ
た
し
は
日
本
を
愛
し
ま
す
｣
『
南
日
本
新
聞
』
昭
和
四
十
二
年
二
月
三
日

･
｢
人
間
は
も
一
度
｣
『
南
日
本
新
聞
』
昭
和
四
十
四
年
二
月
十
日

･
｢
少
年
よ
､
君
は
そ
れ
を
忘
れ
な
か
っ
た
か
｣
『
南
日
本
新
聞
』
昭
和
四
十
九
年

十
二
月
十
四
日

･
｢
矩
火
讃
歌
(
一
)
(
二
)
｣
鹿
児
島
国
体
の
時
の
歌
･
鎌
田
範
政
作
曲

･
｢
喜
び
秋
｣
『
花
ど
け
い
』
第
二
九
号

･
｢
太
陽
の
子
ど
も
た
ち
｣
『
花
ど
け
い
』
第
二
一
四
号
･
一
九
八
二

･
｢
日
本
の
長
い
夜
｣
･
『
清
風
』
昭
和
六
十
二
年
九
月
一
日
日
本
叙
勲
者
協
会

･
｢
初
春
｣

･
｢
朝
が
光
を
よ
ぶ
よ
う
に
｣

･
｢
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
部
屋
の
中
で
｣

･
｢
消
火
の
う
た
｣

三
〇
六

(
以
下
　
出
典
不
明
･
未
発
表
草
稿
含
む
)

･
｢
疲
れ
｣
　
昭
和
四
十
九
年
五
月
四
日

･
｢
浴
衣
　
(
ゆ
か
た
)
｣

･
｢
友
情
｣

･
｢
夕
映
え
の
丘
で
｣

･｢霧｣
･
｢
陽
春
叙
情
｣

･
｢
そ
こ
で
｣

･
｢
盛
夏
叙
情
｣

･｢春｣
･
｢
出
発
｣

･
｢
梅
花
｣

･
｢
お
か
あ
さ
ん
し

･
｢
深
呼
吸
を
し
ま
し
ょ
う
｣

･
｢
太
陽
の
子
ど
も
た
ち
｣

三
㌧
　
童
話
　
(
作
品
)

･
ラ
ジ
オ
童
話
｢
桃
太
郎
｣

･
ラ
ジ
オ
童
話
｢
鯉
幡
の
お
話
｣

･
｢
青
麦
　
(
そ
ば
)
　
の
花
島
｣

･
｢
鳥
い
鳥
い
　
お
前
お
り
こ
う
だ
｣
　
『
ど
う
わ
』
十
四
号
　
鹿
児
島
童
話
会

･
｢
童
話
　
白
い
さ
る
｣
　
『
南
日
本
新
聞
』
　
昭
和
五
十
九
年
九
月

･
｢
む
か
し
を
見
る
眼
鏡
｣
　
『
南
日
本
新
聞
』
　
昭
和
五
十
二
年
一
月
一
日

･
放
送
童
話
｢
信
ち
ゃ
ん
と
夕
や
け
の
歌
｣
　
『
菊
の
花
の
見
た
夢
』

会
　
昭
和
三
十
年
七
月

鹿
児
島
童
話

四
'
劇
(
作
品
お
よ
び
脚
色
･
演
出
を
含
む
)

･
創
作
学
校
劇
｢
お
母
様
訪
問
記
｣

･
学
校
劇
-
｢
姉
サ
ン
ダ
カ
ラ
｣

･
学
校
劇
｢
暁
　
(
あ
か
つ
き
)
｣

･
創
作
学
校
劇
｢
書
方
の
時
間
｣

･
学
校
劇
｢
時
計
を
合
は
せ
て
下
さ
い
-
時
の
記
念
日
-
尋
五
･
六
用
｣

･
学
校
劇
｢
家
庭
訪
問
｣
　
『
綴
り
方
倶
楽
部
』
第
五
巻
第
三
号
　
六
月
号

･
｢
関
ケ
原
敗
退
記
-
妙
囲
寺
詣
う
で
の
由
来
｣
　
『
鹿
児
島
教
育
』
　
昭
和
八
年
十
月

･
放
送
劇
｢
家
畜
会
議
｣

･
放
送
学
校
劇
｢
楽
し
か
っ
た
遠
足
｣



t
J

･
放
送
劇
｢
野
井
倉
の
開
田
｣

･
放
送
劇
｢
五
万
石
溝
｣

･
放
送
児
童
劇
｢
春
の
便
り
｣

･
ラ
ヂ
オ
ス
ケ
ッ
チ
｢
郷
土
三
大
行
事
｣

･
放
送
日
本
童
話
｢
お
む
す
び
　
こ
ろ
り
ん
｣
　
脚
色
･
演
出

･
｢
水
兵
の
母
　
(
読
本
巻
十
)
｣
脚
色

･
｢
日
本
昔
話
　
源
助
じ
い
さ
ん
｣
　
実
演
手
引

･
｢
夏
休
み
と
金
魚
-
金
魚
の
ひ
っ
こ
し
=
｣

･
｢
姉
さ
ん
で
損
し
た
｣

･
｢
人
形
の
語
ら
ひ
｣

･｢春｣
･
｢
国
民
学
校
の
ヨ
イ
子
供
｣

･
｢
日
章
旗
史
｣

･
｢
鳴
呼
　
須
田
先
生
｣
　
昭
和
十
三
年
四
月
十
三
日

･
｢
無
言
の
行
｣

･
｢
ハ
ル
｣

･
｢
薩
摩
義
士
｣

･
｢
鶏
の
自
由
　
(
二
幕
)
｣

･
｢
重
大
事
件
｣

･
｢
遅
刻
し
た
わ
け
｣

･
｢
城
山
｣

東
宛
書
房
　
昭
和
九
年

･
｢
偉
-
な
る
綴
方
へ
の
道
｣
　
『
系
統
的
実
践
文
話
･
尋
五
』
東
宛
書
房

･
｢
児
童
詩
は
　
『
み
じ
か
い
文
』
　
で
は
な
い
｣

昭
和
十
年

五
㌧
　
論
文

･
｢
生
活
真
実
に
立
つ
朗
読
の
指
導
｣

東
宛
書
房
　
昭
和
九
年

･
｢
児
童
詩
の
新
し
き
出
発
｣
　
『
新
童
詩
の
理
論
と
指
導
実
践
工
作
』

新
名
主
‥
鹿
児
島
県
国
語
教
育
史
資
料
-
そ
の
一
-

『
-
ま
ざ
さ
2
』
昭
和
二
十
八
年
十
月

･
｢
児
童
詩
は
子
供
の
ひ
と
り
ご
と
で
あ
る
｣

『
-
ま
ざ
さ
3
』
昭
和
二
十
八
年
十
二
月

･
｢
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
嘘
は
な
い
｣
『
-
ま
ざ
さ
4
』
昭
和
二
十
九
年
三
月

･
｢
『
ひ
と
り
ご
と
』
は
自
分
の
言
葉
で
語
ら
れ
る
｣

『
-
ま
ざ
さ
5
』
昭
和
二
十
九
年
六
月

･
｢
ひ
と
り
ご
と
は
ど
ん
な
形
で
語
ら
れ
る
か
｣

『
-
ま
ざ
さ
』
一
九
五
四
･
七

･
｢
ひ
と
り
ご
と
は
ど
ん
な
形
で
語
ら
れ
る
か
榔
-
児
童
詩
の
形
態
に
つ
い
て
-
｣

『
-
ま
ざ
さ
第
十
号
』
一
九
五
五

･
｢
詩
で
あ
る
も
の
と
詩
で
な
い
も
の
と
｣
『
-
ま
ざ
さ
第
十
三
号
』
昭
和

三
十
一
年
十
二
月

･
｢
詩
は
ヤ
サ
シ
イ
思
い
や
り
の
心
か
ら
生
ま
れ
る
～
雅
代
ち
ゃ
ん
詩
集
"
ぁ
り
と

リ
ボ
ン
″
を
語
る
｣
『
-
ま
ざ
さ
第
十
四
号
』

･
｢
詩
で
あ
る
も
の
と
ー
詩
作
指
導
と
し
て
の
自
然
の
観
察
-
｣
『
-
ま
ざ
さ
1

6
』

･
｢
児
童
詩
の
勉
強
室
-
児
童
詩
の
見
方
･
考
え
方
･
は
な
し
方
I
｣
『
-
ま
ざ

さ
1

8
』
一
九
五
八

･
｢
勉
強
の
詩
を
書
こ
う
｣
『
-
ま
ざ
さ
2

0
』

昭
和
三
十
四
年

･
｢
季
節
の
詩
を
書
こ
う
1
夏
の
詩
-
｣

『
-
ま
ざ
さ
2
)
』
一
九
六
〇
･
七

･
｢
学
校
劇
の
実
践
覚
え
書
｣
　
　
『
月
刊

･
｢
雨
文
集
の
正
し
き
姿
｣
　
　
『
工
程
』

工
程
』
　
昭
和
十
年
四
月
　
椎
の
木
社

昭
和
十
年
十
二
月
号

三
〇
七



鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
　
教
育
科
学
編
　
第
4
1
巻
　
(
一
九
八
九
)

･
｢
学
習
綴
方
の
賓
践
へ
｣
　
　
『
工
程
』
　
昭
和
十
一
年
九
月
号

･
｢
学
校
劇
の
賓
践
覚
書
-
扮
装
の
問
題
-
｣

『
工
程
』
創
刊
号
　
昭
和
十
三
年
三
月

･
｢
児
童
詩
の
新
し
き
出
発
｣
　
　
『
綴
方
倶
楽
部
　
特
別
号
』
　
昭
和
九
年
五
月

･
｢
鹿
児
島
市
を
中
心
に
地
方
生
活
暦
｣

『
綴
方
教
育
』
　
昭
和
十
年
八
月
号

･
｢
綴
方
指
導
は
表
現
指
導
で
あ
る
｣
　
　
『
月
刊
　
教
育
･
国
語
教
育
』
　
昭
和
九

年
　
厚
生
閣

･
｢
ワ
タ
シ
ノ
ニ
ン
ギ
ヤ
ウ
の
検
討
｣
　
　
『
童
詩
教
育
』
　
昭
和
八
年
十
一
月
競

･
｢
学
習
の
綴
方
｣
　
　
『
月
刊
　
鹿
児
島
教
育
』
　
昭
和
十
一
年
八
月
･
鹿
児
島
教

育
会

三
〇
八

拓
』
　
博
報
児
童
教
育
振
興
会
編
一
九
八
三
､
二

八
以
下
　
出
典
不
明
)
　
　
　
　
　
　
.

･
｢
学
習
綴
方
の
賓
践
へ
｣

･
｢
四
月
･
五
月
･
六
月
･
拾
月
の
綴
方
教
育
表
｣

･
｢
ふ
た
た
び
詩
作
に
つ
い
て
-
今
日
の
詩
の
鑑
賞
と
理
解
の
た
め
に
-
｣

･
｢
言
語
世
相
と
国
語
学
習
｣

･
｢
児
童
文
の
観
方
に
つ
い
て
｣

･
｢
児
童
作
文
の
見
方
に
つ
い
て
｣

･
｢
人
生
を
か
う
考
へ
る
｣
夏
樹
光
一
(
注
･
副
田
氏
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
)
　
　
『
扉
』

(
注
･
市
尋
高
同
人
誌
)
　
第
一
巻
第
二
号
　
昭
和
五
年
六
月

･
｢
人
生
を
か
う
考
へ
る
｣
夏
樹
光
一

･
｢
古
手
帖
の
中
か
ら
｣
夏
樹
光
一

『
扉
』
第
一
巻
第
三
競
　
昭
和
五
年
七
月

『
扉
』
第
一
巻
八
競
一
九
三
〇
､
十
二
月

･
｢
現
代
詩
の
比
橡
に
つ
い
て
｣
『
国
語
通
信
』
十
六
号
昭
和
三
十
三
年
十
月

･
｢
学
習
の
綴
方
を
語
る
｣
『
鹿
児
島
国
語
教
育
第
四
号
』
昭
和
三
十
一
年
六

月･
｢
学
習
の
綴
方
と
児
童
詩
を
語
る
｣
『
国
語
教
育
1

2
号
』
昭
和
三
十
一
年
八

月･
｢
私
の
場
合
-
詩
作
に
就
い
て
I
｣
『
野
茨
早
春
号
1

8
』
鹿
児
島
市
役
所

文
芸
部

･
｢
番
号
作
文
に
つ
い
て
-
低
学
年
の
作
文
指
導
-
｣
『
国
語
教
育
実
践
の
開

六
㌧
　
随
筆

･
｢
生
活
戦
士
の
記
録
｣
　
　
『
福
岡
日
日
新
聞
』
　
昭
和
十
五
年
四
月
十
四
日

･
｢
ラ
ジ
オ
国
語
学
習
と
ゆ
う
こ
と
を
｣
　
　
『
教
育
･
文
化
　
創
刊
号
』
　
昭
和
二

十
七
年
六
月
十
六
日

･
｢
お
ろ
か
な
倫
理
｣
　
　
『
南
日
本
新
聞
夕
刊
』
　
昭
和
二
十
九
年
三
月
二
十
二
日

･
｢
こ
の
羊
の
年
の
私
の
童
話
｣
　
　
『
西
田
町
福
祉
合
報
』
　
昭
和
三
十
年
一
月
一

日
･
｢
春
ひ
か
る
｣
　
　
『
朝
日
新
聞
』
　
昭
和
三
十
年
三
月
六
日

･
｢
職
場
の
ひ
と
り
言
を
｣
.
『
毎
日
新
聞
』
　
昭
和
三
十
年
七
月
三
日

･
｢
十
五
夜
｣
　
　
『
毎
日
新
聞
』
　
昭
和
三
十
年
十
月
二
日

･
｢
碁
の
街
｣
　
　
『
朝
日
新
聞
』
　
昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
七
日

･
｢
木
市
｣
　
　
『
毎
日
新
聞
』
　
昭
和
三
十
二
年
四
月
十
七
日

･
｢
船
の
上
で
｣
　
　
『
毎
日
新
聞
』
　
昭
和
三
十
三
年
八
月
二
十
四
日

･
｢
赤
い
羽
根
｣
　
　
『
九
州
矯
正
』
第
十
五
巻
第
二
号
　
昭
和
三
十
五
年
二
月

･
｢
夢
と
ボ
タ
ン
｣
･
｢
負
け
る
も
楽
し
｣
･
｢
豆
ま
き
｣
･
｢
い
の
ち
の
時
間
｣
･
｢
恩
給

の
本
｣
･
｢
紙
-
ず
拾
い
｣
･
｢
就
職
列
車
に
思
う
｣
･
｢
好
意
｣
･
｢
汝
の
敵
｣
･
『
南
日

本
新
聞
夕
刊
｢
思
う
こ
と
｣
欄
』
　
昭
和
三
十
七
年
一
月
～
九
月



J
r

･
｢
わ
た
し
の
『
教
育
丸
3

8
年
の
航
跡
』
-
先
生
へ
の
道
(
若
き
日
の
自
画
像
)
｣

『
教
育
研
究
』
一
九
六
四
･
六
教
育
研
究
所

･
｢
わ
た
し
の
〝
教
育
丸
″
3
8
年
の
航
跡
-
精
神
作
興
の
教
育
の
旗
の
下
で

-
｣
一
九
六
四
･
十

･
｢
わ
た
し
の
〝
教
育
丸
″
3
8
年
の
航
跡
-
戦
い
の
教
育
を
生
き
抜
け
て
-

･
｢
ひ
ら
訓
導
の
こ
ろ
の
思
い
出
｣
『
M
B
C
ク
オ
ー
タ
リ
ー
｣
O
』
一

九
六
四

･
｢
今
は
昔
｣
『
鹿
児
島
の
教
育
第
1

0
号
』
鹿
児
島
県
連
合
校
長
協
会
昭
和

三
十
九
年
十
一
月

･
｢
童
話
と
わ
た
し
｣
『
童
話
会
報
第
2
号
』

昭
和
四
十
三
年
四
月
五
日
鹿
児
島
童
話
会

･
｢
県
名
『
鹿
児
島
』
に
思
う
｣
『
随
筆
か
ご
し
ま
』
昭
和
四
十
四
年
六
月

ノ
十
三
日

･
｢
く
ら
し
に
つ
い
て
-
思
う
こ
と
-
｣
『
-
ら
し
の
し
お
り
N
O
4
』
昭

和
四
十
九
年
六
月
十
日
鹿
児
島
市
-
ら
し
の
課

･
｢
人
間
万
才
の
教
育
を
｣
-
昭
和
四
十
九
年
九
月
二
十
日
『
鹿
児
島
の
教
育
5

2

号
』
･
｢
私
の
綴
方
教
育
あ
れ
こ
れ
｣
『
教
育
研
究
N
O
5

0
』
昭
和
5

2
年
鹿
児
島
県

教
育
セ
ン
タ
ー

･
｢
植
物
人
間
と
植
物
｣
『
か
ご
し
ま
2
O
S
』

昭
和
五
十
五
年
八
月

･
｢
朝
顔
｣
『
か
ご
し
ま
』
昭
和
五
十
六
年
八
月

･
｢
五
月
､
そ
し
て
子
供
｣
『
南
日
本
新
聞
』

五
十
六
年
～

･
｢
酒
ず
し
の
如
-
｣
『
随
筆
か
ご
し
ま
z
o
g
』

昭
和
五
十
七
年
十
一
月

新
名
主
‥
鹿
児
島
県
国
語
教
育
史
資
料
-
そ
の
一
-

･
｢
ひ
と
り
ご
と
が
子
供
の
う
た
に
｣
　
　
『
南
日
本
新
聞
』
　
昭
和
五
十
七
年
一
月
三

日
･
｢
気
持
ち
は
ま
だ
働
き
盛
り
｣
　
　
『
南
日
本
新
聞
』

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日

･
｢
椋
さ
ん
の
2
 
0
分
間
読
書
と
作
品
を
散
歩
す
る
｣

『
か
ご
し
ま
　
｣
O
^
L
O
』
昭
和
六
十
三
年
三
月

(
出
典
不
明
)

･
｢
追
い
越
す
者
と
追
い
越
さ
れ
る
者
｣

･
｢
ラ
ジ
オ
ス
ケ
ッ
チ
　
非
常
時
大
晦
日
風
景
｣

昭
和
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

･
｢
春
つ
れ
づ
れ
｣
　
｣
K
W
　
汀
G
　
土
曜
随
想

昭
和
五
十
六
年
四
月
四
日

･
｢
思
い
出
の
一
年
生
｣
　
^
f
f
i
^
�
"
m
o
　
土
曜
随
想
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
十

一
日

･
｢
新
入
生
｣
　
;
z
;
f
f
i
ォ
�
"
f
f
i
O
　
土
曜
随
想
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
十
八
日

･
｢
育
ち
立
つ
も
の
｣
　
S
E
W
�
"
f
f
i
O
　
土
曜
随
想
　
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十

五
日

･
｢
南
方
つ
づ
り
方
の
前
進
の
た
め
に
｣
　
　
『
毎
日
新
聞
』
昭
和
三
十
二
年
八
月
二

十
五
日

･
｢
ハ
マ
投
げ
の
思
い
出
｣
　
　
『
西
田
町
福
祉
合
報
』

昭
和
二
十
八
年
一
･
月
一
日

･
｢
人
生
の
第
二
の
出
発
｢
一
年
生
　
-
　
新
入
学
児
を
も
つ
お
母
さ
ん
へ
｣

ユ
ニ
ア
鹿
児
島
新
聞
』
　
昭
和
三
十
六
年
四
月

三
〇
九

m
t



鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
教
育
科
学
編
第
4

1
巻
(
一
九
八
九
)

･
｢
幼
児
の
ウ
夕
｣
『
み
ち
し
る
べ
』
昭
和
四
十
九
年
五
月
十
五
日

･
｢
3
歳
児
の
こ
と
ば
の
育
て
方
｣
『
幼
児
期
の
家
庭
教
育
』
県
教
委
昭
和
五

十
年
三
月

･
｢
ね
え
ち
ゃ
ん
と
め
な
い
で
も
い
い
よ
｣

『
み
ち
し
る
べ
』
昭
和
五
十
年
八
月
十
五
日

･
｢
子
ど
も
の
心
を
開
く
｣
『
南
日
本
新
聞
夕
刊
』
昭
和
五
十
三
年
十
一
月
七

日･
｢
本
好
き
な
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
は
親
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
た

ら
よ
い
か
｣
『
幼
児
期
の
家
庭
教
育
』
県
教
委
昭
和
五
十
五
年

･
｢
絵
本
の
上
手
な
与
え
方
､
見
せ
方
､
読
み
聞
か
せ
方
｣
『
月
刊
マ
ミ
イ
』
小

学
館
昭
和
五
十
六
年

･
｢
生
活
言
葉
の
し
っ
け
｣
『
か
ご
し
ま
の
教
育
』

昭
和
五
十
六
年
十
二
月
一
日

･
｢
ひ
と
り
ご
と
が
子
供
の
う
た
に
｣
『
南
日
本
新
聞
』
昭
和
五
十
七
年
一
月
三

日･
｢
本
好
き
な
子
供
を
育
て
る
に
は
親
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
｣
『
乳
幼

児
の
家
庭
教
育
』

昭
和
五
十
七
年

･
｢
子
供
育
て
に
つ
い
て
｣
『
教
友
会
会
報
』
五
十
三
号
昭
和
六
十
年
一
月
二

十
日
･
｢
人
間
と
し
て
の
資
格
､
条
件
に
つ
い
て
｣
『
城
西
中
学
校
p
T
A
新
聞
』
昭
和
六

十
一
年
七
月
十
八
日

･
｢
新
し
-
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
へ
｣
財
部
町
選
挙
管
理
委
員
会

月
競

･
｢
学
級
通
信
　
博
書
鳩
｣
　
五
号

･
｢
磯
長
武
雄
さ
ん
を
語
る
｣

･
｢
作
品
を
選
ん
だ
後
の
言
葉
｣

三
一
〇

昭
和
十
六
年
四
月
一
日

『
鹿
児
島
国
語
教
育
　
第
七
号
』

『
青
空
-
中
学
校
用
-
5
』
　
一
九
五
四
　
鹿

教
組
鹿
児
島
郡
支
部

･
｢
お
わ
か
れ
の
こ
と
ば
｣
　
　
『
あ
こ
う
』
　
第
3
 
4
回
卒
業
記
念
文
集
　
城
南
小
学

校
-

･
｢
『
オ
ア
シ
ス
』
第
七
号
『
学
習
作
文
号
』
　
へ
の
御
礼
｣
昭
和
三
十
二
年
三
月
　
高

城
西
中
『
オ
ア
シ
ス
　
第
八
号
』

･
｢
椋
鳩
十
集
を
読
ん
で
｣
昭
和
三
十
四
年
三
月
十
日
　
南
日
本
新
聞

･
｢
思
い
出
の
市
尋
高
｣
　
　
『
記
念
誌
　
学
校
移
転
講
堂
落
成
』
名
山
小
学
校
　
昭

和
四
十
年
七
月

･
｢
あ
と
が
き
｣
　
　
『
鹿
師
大
正
十
五
年
卒
　
五
十
周
年
記
念
　
同
窓
会
誌
』
昭
和

五
十
年
十
一
月

･
｢
児
童
福
祉
を
考
え
る
｣
　
　
『
こ
の
子
ら
と
と
も
に
』
第
二
集
　
日
本
児
童
ペ
ン

ク
ラ
ブ
　
昭
和
五
十
四
年

･
｢
記
念
詩
集
号
に
寄
せ
て
｣
　
　
『
文
集
　
か
ご
し
ま
1
記
念
特
集
号
-
』
昭
和
五

十
五
年

七
㌧
　
そ
の
他

･
｢
『
我
等
の
学
園
』
卒
業
記
念
親
の
編
韓
を
語
る
｣
　
『
綴
方
教
育
』
昭
和
十
四
年
一

･
｢
高
木
さ
ん
と
わ
た
し
｣
　
　
『
詩
芸
術
』
一
九
八
一

･
｢
百
田
さ
ん
を
想
う
｣
　
　
『
工
程
､
綴
方
学
校
-
復
刻
版
　
月
報
　
N
O
G
』
一

九
八
一

･
｢
追
悼
　
椋
鳩
十
さ
ん
｣
　
　
『
南
日
本
新
聞
』
昭
和
六
十
三
年
一
月
十
三
日

･
｢
一
色
次
郎
さ
ん
を
悼
む
｣
　
　
『
南
日
本
新
聞
』

昭
和
六
十
三
年
六
月
一
日

･
｢
南
方
三
人
集
に
寄
せ
て
｣
　
　
『
南
方
三
人
集
』



昭
和
四
十
九
年

･
｢
童
話
　
第
7
 
3
号
｣
　
一
九
八
九
　
鹿
児
島
童
話
会

･
｢
『
私
た
ち
の
作
文
』
に
つ
い
て
｣
第
一
集
～
第
十
五
集
　
昭
和
三
十
八
年
度
～
昭

和
五
十
三
年
度

･
｢
動
物
愛
護
作
文
を
読
ん
で
｣
　
　
『
動
物
愛
護
作
文
集
』
昭
和
五
十
四
年
度
～
昭

和
六
十
三
年
度

･
｢
『
小
さ
な
親
切
』
作
文
を
読
ん
で
｣
『
小
さ
な
親
切
　
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
品
集
』
第
五
集
～
第
十
集
　
C
｡
｡
｡

入
選

(
作
詞
)

･
｢
明
る
い
選
挙
た
ん
こ
節
｣

･
｢
よ
い
子
の
う
た
｣

･
｢
西
伊
敷
小
学
校
校
歌
｣

･
｢
明
る
い
選
挙
お
は
ら
節
｣

･
｢
あ
い
ら
幼
稚
園
園
歌
｣

･
｢
て
ん
て
ん
子
ど
も
ー
子
ど
も
を
守
る
歌
-
｣

o

o

o

o

(
副
田
凱
馬
氏
に
関
す
る
記
事
等
)

･
｢
早
-
も
大
呼
物
　
須
田
訓
導
劇
-
副
田
凱
馬
訓
導
の
創
作
-
｣
　
　
『
鹿
児
島
新

聞
』
昭
和
十
三
年
四
月
十
三
日

･
｢
郷
土
人
系
(
一
〇
八
)
〝
生
活
の
歌
″
　
っ
づ
る
｣

『
南
日
本
新
聞
』
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
十
三
日

･
｢
書
き
方
を
自
然
に
体
得
-
副
田
凱
馬
著
　
　
『
ぽ
ん
ご
う
さ
-
ぶ
ん
』
｣
蓑
手
重

り
i
i
i
i
]

日
只

･
｢
副
田
凱
馬
先
生
の
死
を
悼
む
｣
谷
口
さ
き
お

｢
詩
誌
　
野
路
　
3
0
｣
野
路
社
一
九
八
八
､
十
一

新
名
主
‥
鹿
児
島
県
国
語
教
育
史
資
料
-
そ
の
一
-


